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平成 30 年度 第２回信濃町長期振興計画審議会 議事要旨

日時：平成 30 年 11 月 14 日（水）15 時～17 時 00 分

場所：地域交流施設（古間支館） 大会議室

出席者

○出 席 委 員：佐藤 惠明 委員、永原 邦德 委員、間瀬 一朗 委員、

有江 重毅 代理（砂山 聡 委員）、服部 征子 委員、飯塚 弘司 委員、

中澤 愛 委員、外谷 豊 委員、志原 悦子 委員、棚橋 靖 委員、

吉川 功一 委員、松村 修 委員、出浦 洋子 委員 （13 人）

○町（事務局）：高橋総務課長、総務課まちづくり企画係 黒田係長、古川主査

○計画策定支援事業受託者：特定非営利活動法人 SCOP 北村主席研究員、鈴木研究員

１ 開 会

（高橋総務課長）

定刻になりましたので、ただ今から第２回信濃町長期振興計画審議会を開会いたします。

本日はお忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。

なお、審議会条例第７条の規定により、過半数の委員の出席がありますので、本会議が成

立しておりますことを御報告申し上げます。

それでは、次第に従いまして、まず、松村会長よりごあいさつをいただきたいと思います。

２ 会長あいさつ

（松村会長）

本日はお忙しい中、お集まりいただき、感謝申し上げます。

前回の審議会で計画全体の策定方針や住民アンケート、住民ワークショップの実施につい

て皆様にお諮りしたところですが、今回の審議会ではその住民アンケート結果などを事務局

から報告いただくとともに、計画の核となる基本構想の策定方針や今後の進め方などについ

て御意見を頂戴したいと思います。

時間的にも大変短く申し訳ないですが、皆様の御協力をお願いいたします。

３ 議事録署名委員の指名

（高橋総務課長）

ありがとうございました。次に、本日の議事録署名委員の指名を松村会長からお願いいたし

ます。

（松村会長）

議事録の署名委員については、出席委員の持ち回りによりお願いしているところですが、今

回は服部征子委員及び飯塚弘司委員にお願いしたいと思います。
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（高橋総務課長）

指名された委員のお二人には後日御署名をお願いいたします。

それでは、これより審議事項に入ります。規定により松村会長に議事進行をお願いします。

４ 審議事項

（松村会長）

これより審議に入ります。本日の議事ですが、内容もかなり多いということですので、ま

ず、報告事項（１）～（３）について事務局から一括して説明を受けた後、質問をお受けし

たいと思います。それでは、事務局から説明をお願いします。

（古川主査）

以下の資料について説明

・資料３ 第６次長期振興計画策定に係る調査の概要

・資料４ 第６次長期振興計画策定 住民ワークショップ結果

（高橋総務課長）

若干補足をさせていただきます。今回御説明させていただく前に調査報告書については未

定稿である旨をお伝えしましたが、基礎調査及び住民意識調査の結果の中には、数値だけみ

ると誤解を与えるようなものもございます。例えば、基礎調査の 30 ページの図表 50 家庭児

童相談件数の推移をみると、相談件数がこの 5 年間で 10 倍に増加しておりますが、これは、

平成 25 年から子ども支援係を設置し家庭児童相談体制を順次充実させてきたこともあり、相

談件数が増加したものでございます。

また、37 ページの図表 58 に一人１日あたりのごみ排出量の町村別比較がございますが、

ごみ排出量の中で一番重量が多いものが可燃ごみであり、これには町を訪れた観光客が排出

するゴミについても含まれております。御覧いただくと、やはり観光地を抱えております山

ノ内町や野沢温泉村も多くなっており、一概に信濃町のごみ排出量が多いということはいえ

ないということがございます。

また、37 ページの図表 61 不法投棄箇所数の推移がございますが、平成 25 年度からシルバ

ー人材センターの皆様に委託をしまして、降雪がない時期に週３日町内の不法投棄パトロー

ル及びごみの回収をしていただいています。このような対応により不法投棄箇所の把握が進

んできていることが数値に反映されているものと思われます。

また、90 ページでございますが、図表 163 に人口 100 人当たりの職員数の比較がございま

す。信濃町は 2.45 人と比較している町村の中では一番多い数値となっておりますが、これは

町立病院の職員数が含まれているためであり、町立病院の設置していない町村に比べて多く

なっております。

また、151 ページの中学生の信濃町への定住意向の調査結果をみますと、「信濃町に住み続

けたい」かどうかの質問に対して「そう思わない」53.5％、「そう思う」46.5％であり、「そ

う思わない」の方が多いという結果になっています。しかしながら、信濃小中学校の第三者

評価検討委員会の委員をお務めいただいている先生に伺いますと、「住み続けたい」が 46.5％
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というのは他自治体と比較して高い数値であるという御意見をいただきました。このように

一見するとネガティブな結果にみえる数値についても慎重に判断する必要があると考えてお

ります。また、150 ページの信濃町に対する意識としては、信濃町が「好き」「どちらかとい

うと好き」と回答した者が 86.4％となっています。ふるさと学習に対するアンケートも実施

しておりますが、こような地域を知る機会が子どもたちの信濃町に対する愛着を育むことに

つながる可能性があるのではないかと考えております。

（松村会長）

ありがとうございました。それでは、ただ今の説明につきまして、御意見や御質問があり

ましたらお願いいたします。

（委員）

このようなアンケートだけではなく、学校へ出向いて子どもたちの声を直接聞く機会など

は設けていたのでしょうか。

（古川主査）

信濃小中学校の生徒に直接ヒアリングするということは行っておりません。なお、中学生

の参加者はおりませんでしたが、比較的若い世代の町民の方々から直に意見を伺う機会とし

て、町民ワークショップを８月と９月に実施したところでございます。

（委員）

ありがとうございます。これから色々な面で若い世代の意見を聞くことが、非常に大切に

なってくると思います。アンケートも大事ですが、直接会って想いを聞いたりすることも大

切だと思いますので、ぜひ努力いただきたいです。

（松村会長）

それでは、他に御意見等ありましたら、お願いいたします。

（委員）

資料３の６ページの平成 29 年の転入・転出の差の町村別比較について、平成 29 年度が急

に転出が多くなっていますが、その要因は何かあるのでしょうか。

（高橋総務課長）

町内のホテルにおいて中国から多くのインターンシップ生を受け入れており、インターン

シップ生が一斉に帰国する際には転出の届出がございます。そのような帰国時と重なった場

合の一時的な人口減が数値に反映されているのではないかと思われます。

（松村会長）

他に御意見等はございますか。大変膨大な資料でございますので、この場ですぐに質問等

は難しいかと思われます。本日発言できなかった意見や質問につきましては、後日事務局ま
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で御提出いただければと思います。

（松村会長）

それでは、次に審議事項（1）及び（2）について事務局から説明をお願いします。

（古川主査）

以下の資料について説明

・資料５ 信濃町第６次長期振興計画の策定方針と基本構想（案）

・資料６ 今後のスケジュール

・資料７ 基本構想（案）に対する意見・アイデア

（松村会長）

ありがとうございました。それでは、ただ今の説明につきまして、御意見や御質問があり

ましたらお願いいたします。

（委員）

今回お示しいただいた基本構想（案）の将来像については、資料３の 16 ページの行政と

住民が協働して取り組む施策についてのアンケート結果を前提として、住民と行政が一緒に

まちを創っていこうというという考え方をお示しいただいたということでしょうか。具体的

に取り組んでいくことなどの細かい部分はこれから検討していくということでよろしいでし

ょうか。

（高橋総務課長）

おっしゃるとおりで、「具体的に何をやるか」については次の前期基本計画の策定段階で検

討いただくことなります。今はどちらかというと、まちの将来像など大きな方向性について

検討いただいているところです。委員の皆様はそれぞれ出身の団体や御専門の分野もござい

ますので、その中での立場も含めて御意見をいただくことによって、今後の基本構想に御意

見を反映させていくという段階を踏ませていただきたいと思います。今回お配りした資料５

の３ページの基本構想（案）についてはあくまでも事務局のたたき台の段階ですので、この

たたき台にこだわらず、皆様の御意見などをこのアンケートに御記入ください。

提出いただいた御意見については、基本構想（案）に反映させていただき、次回の審議会

でお示しさせていただきますのでお願いいたします。なお、御意見を記入する際には今回お

配りした住民意識調査結果やワークショップでの意見も参考としていただければと思います。

（松村会長）

それでは、他に御意見等ありましたら、お願いいたします。

（委員）

この基本構想（案）に対する意見・アイデアのアンケートで求められているのは団体とし

ての意見ということでしょうか。その場合、団体の構成員の意見を聞いて取りまとめる必要
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がありますでしょうか。

（高橋総務課長）

それぞれの団体の御事情もあるかと思いますし、時間の都合上、実際に会議などを開いて

意見をまとめることはなかなか難しいのではないかと思われます。そのため、今回のアンケ

ートでは、団体の代表として出席いただいている委員の皆様が日々感じている個人的な意見

について御記入いただくということで差し支えありませんのでお願いいたします。

（松村会長）

他に御意見等はございますか。

≪発言なし≫

（松村会長）

それでは、時間の都合ありますので、一旦ここで議論を閉じたいと思います。本日発言で

きなかった意見や質問につきましては、事務局まで御提出いただければと思います。

また、事務局から委員の皆様への依頼事項ということで、基本構想の策定方針への意見に

ついて照会がありましたので、期限までの提出に御協力をお願いいたします。

最後に、その他ということですが、事務局から何かございますか。

（黒田係長）

次回の審議会は 12 月 18 日（火）の 15 時から開催させていただきます。委員の皆様には御

多忙とは思いますが、よろしくお願いいたします。

（松村会長）

それでは、以上で本日予定していた議事は全て終了となります。長時間の御審議ありがと

うございました。これをもって議長の任を解かせていただきます。進行を事務局へお返しし

ます。

（高橋総務課長）

松村会長ありがとうございました。本日はお忙しい中、ご出席いただきありがとうござい

ました。以上をもちまして、第２回信濃町長期振興計画審議会を閉会いたします。

（17:00 終了）


